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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの自己評価 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（校地，

運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業

教育のための練習船等の設備等）が整備され，有効に活用されているか。 

（観点にかかる状況） 

本校の施設概要は，資料８－１－①－１～資料８－１－①－４に示すように高等専門学校設置

基準において必須とする校地・校舎や施設・設備について整備・管理されている。なお，施設・

設備の整備計画等については，平成１２年度に作成された「教育環境改善計画」及び「施設長期

計画書」（資料８－１－①－５）に基づいて継続的に整備されている。 

本校では，大規模教室として大講義室，視聴覚ホール，合併教室があり，複数クラス同時講

義や各種講演会に対応できるスクリーンが設置され空調設備も整っている。語学演習室（ＬＬ

教室）は，低学年から高学年までの英語コミュニケーションの講義に利用されている。専攻科

棟の講義室は，エアコン，スクリーン，プロジェクターを備えており，プレゼンテーションを

課した講義を行うことにも適している。 

本科学生実験及び専攻科工学実験を行うための施設は十分であり，機械実習工場は機械工学

科における工作実習に主として使用されているが，教員の研究はもちろんのこと，本科卒業研

究，専攻科特別研究などにも応えている。また，地域連携テクノセンターには，超高分解能電

子顕微鏡システム，電解放射型走査電子顕微鏡システム等の大型機器が導入されており，卒業

研究，特別研究において，教員の指導の基で学生が利用している。なお，平成１６・１７年度

には，地域企業との共同研究・技術相談を積極的に実施し，産官学連携事業を展開し地域貢献

を果たす目的でセンター内に伝統産業支援室及び地場産業支援室を設置している。 

情報関連施設としては，総合情報処理センターにおいて１クラス（４０名）分以上の台数の

パソコンを設置した演習室が２部屋あり，スクリーン及びプロジェクターが常設され小規模の

発表会にも対応可能となっている。 

また，コンピュータ支援システムによって学生の自学自習を効率よく進めるために「情報リ

テラシー室」と「ものづくりアトリエ」が設置され e-learning 支援システムを使った学習環

境や従来から手作業で進められてきた製図を学生がＣＡＤシステムを使ってできるようにソフ

トウェアも含めて整備されている。 

図書館には，学習に必要な専門図書をはじめ，一般教養図書，新聞，雑誌を多数備えており

学生の様々な学習内容や教養・趣味の情報収集に十分対応できるよう配慮がなされている。ま

た，技術士資格取得や技術者倫理のコーナーを設けて学生の啓蒙を図っている。更に，映画や

音楽に興味のある学生のためにＣＤ,ＬＤ,ＤＶＤなどを利用できるオーディオルームが設けら

れている。 

なお，施設の利用状況や安全性など，全ての施設・設備について施設整備部会(現施設整備

委員会)において「施設点検評価基準」（資料８－１－①－６）を策定し，この基準に基づき

施設の無駄を省き効率的に有効活用を図る目的で既存施設の点検調査（建物見直し管理表）

（資料８－１－①－７）を実施している。 
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今後，本校の学習教育目標における各学科の特徴を活かした「ものづくり教育」のさらなる

発展および独走力と創造性を持つ技術者を育成するためには，低学年における混合教育（工学

基礎コース）に対処するための教育環境改善が必要となる。よって，現行施設における教室の

狭隘化解消，デザインマインドを有する技術者養成のためのデザイン工房の設置を柱とした施

設整備概算要求（資料８－１－①－８）を行っているところである。 

 

（資料８－１－①－１） 

 「施設配置図」 

 

（出典 施設係）
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（資料８－１－①－２） 

 「施設実態調査（棟別概要）」 

（出典 施設係）

 

（資料８－１－①－３） 

 「工具器具備品数及び金額一覧」 

 

（出典 財務会計システム）
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（資料８－１－①－４） 

 「財務会計システム」 

 

（出典 財務会計システム）

（資料８－１－①－５） 

 「教育環境改善計画」                        「施設長期計画書」 

 

                              （出典 施設整備部会資料）
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（資料８－１－①－６） 

「施設点検評価基準」 

       

                   （出典 平成１３年５月１４日施設整備部会資料）
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（資料８－１－①－７） 

「建物見直し管理表」 

（出典 施設係）
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（資料８－１－①－８） 

「平成１７年度施設整備概算要求説明資料」 

 

 

平 成 １ ７ 年 度 施 設 整 備 

 

概 算 要 求 説 明 資 料 

          

          

 

（出典 施設整備部会資料）
 
 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の施設・設備については，資料８－１－①－１・資料８－１－①－２及び資料８－１

－①－３に示すとおり高等専門学校設置基準において校地・校舎・運動場等の施設及び教育

用器具・計測機器等の設備が全て整備されている。また，平成１４年度には，自己点検・評

価報告書によって施設の現状と問題点が分析されていることから，殆どの施設・設備は有効

に活用されている。 
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュ

リティ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点にかかる状況） 

本校のキャンパス情報ネットワーク（FINESS）として，校内ＬＡＮを構築（資料８－１－②－

１）し，すべての教室がインターネットに繋がる環境となっている。また，基幹であるギガビ

ットスイッチから各学科棟スイッチまでは二重化した光ケーブルが敷設され，基幹を１Gbps×

２の２Gbps，支線を１００Mbps に高速化されている。 

学外ネットワークに関しては，インターネット(SINET)への対外接続を果たし，校内ネット

ワーク網の整備とともに順次，高速化を進め６Mbps に増強され安定的な外部接続を確保するた

めに以下のような形態の回線接続を行っている。 

①SINET 接続先ノードを福井大学として，回線速度は１０Mbps(イーサネット)に高速化，

増強している。 

②同時に，SINET の負荷分散及び SINET 障害時のバックアップ（非常回線）を目的にマル

チホーム(１０Mbps，イーサネット)化が実現されている。 

③福井大学等の県内教育機関との遠隔授業等の活用を目指すため，福井情報スーパハイウ

ェイ(FISH)に加入し，100Mbps で接続している。 

よって，総合情報処理センターでは，資料８－１－②－３，資料８－１－②－４，及び資料８

－１－②－５の管理体制の基に情報処理教育の初歩から高度な専門教育まで幅広いＩＴ(情報

技術)教育の中心を担っており，本センターの教育用電子計算機システム構成（資料８－１－

②－２）は，サーバ室に２台のサーバ機を配置し，クライアントパソコンとして，第１演習室

に４６台，第２演習室に７台，第３演習室に５０台及び第４演習室（環境都市工学科３階もの

づくりアトリエ）に４６台の WindowsXP マシンを用意して，資料８－１－②－６で示すとおり

４クラスが同時に利用可能となっている。また，ネットワーク利用心得（資料８－１－②－

５）でモラルとマナー教育を重視し情報活用における倫理観の育成を実践している。 

情報セキュリティに関しては，資料８－１－②－７に基づき校内ネットワークのセキュリテ

ィ確保のために情報セキュリティシステムが導入されており，ファイアウォールの強化と二重

化による信頼性の向上，学内向けサーバの負荷分散システムの構築を行っている。また，コン

ピュータウィルス対策として，安全な電子メールの送受信を行なうために電子メールウィルス

除去サーバが設置されている。端末におけるウィルス対策ソフトとして，校内に設置されたウ

ィルス情報サーバから最新パターンファイルが自動更新されることにより，効果的なウィルス

駆除ができるなど，全校的なウィルス対策が施されている。 
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（資料８－１－②－１） 

 「ネットワーク構成図」 

 

 

（出典 総合情報処理センター）
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（資料８－１－②－２） 

「情報処理センターシステム構成図」 

 

（出典 総合情報処理センターＨＰ）
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（資料８－１－②－３） 

「キャンパス情報ネットワーク管理体制」 

　センターの組織、運営に関する必要な事項を審議する。
・情報処理に関する教育、研究への支援及び普及に関すること。
・センターの予算、利用に関すること。
・キャンパス情報ネットワーク（ＦＩＮＥＳＳ）の管理運営及び円滑な利用を図るため、ネットワーク委員会を置く。

　センターの組織、運営に関する必要な事項を審議する。
・情報処理に関する教育、研究への支援及び普及に関すること。
・センターの予算、利用に関すること。
・キャンパス情報ネットワーク（ＦＩＮＥＳＳ）の管理運営及び円滑な利用を図るため、ネットワーク委員会を置く。

総合情報処理センター運営委員会 委員長　　総合情報処理センター長

・ネットワークの利用環境の整備・充実に関すること。
・ネットワークの利用者に対する支援等に関すること。
・ネットワークの運用・保守に関すること。
・ネットワークの将来計画に関すること。
・学外機関との接続に関すること。

・ネットワークの利用環境の整備・充実に関すること。
・ネットワークの利用者に対する支援等に関すること。
・ネットワークの運用・保守に関すること。
・ネットワークの将来計画に関すること。
・学外機関との接続に関すること。

ネットワーク委員会

各部署毎に選任されたネットワーク管理者（支線管理者）
がそれぞれ行う。

　　　支線管理者

・教職員、学生
・ＦＩＮＥＳＳ利用心得の遵守

利用者

ＦＩＮＥＳＳシステム管理業務
・基幹ネットワークに関する企画、立案
・基幹ネットワークの運用・保守
・ネットワーク接続に関する支線管理者との連絡調整

委員長　　総合情報処理センター長

幹線の管理　　　

総合情報処理センタースタッフ

・事務用ネットワークの整備、保守・管理

事務情報化推進室

キャンパス情報ネットワーク管理体制

支線の管理　　　

（出典 総合情報処理センター）
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（資料８－１－②－４） 

 「ネットワーク管理業務」 

 

（出典 総合情報処理センター）

 

（資料８－１－②－５） 

 「ネットワーク利用心得」 

 

（出典 総合情報処理センター）
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資料８－１－②－６） 

「演習室の授業利用と一般使用時間」 

（出典 総合情報処理センターＨＰ）

（資料８－１－②－７） 

「情報セキュリティマニュアル」 

 

（出典 総合情報処理センター）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の十分なセキュリティ管理の下，インターネット及び電子メール等の利用を含め，学生

のネットワーク利用環境が整備されている。特に，総合情報処理センター演習室端末を平成１

７年度から５０台増強して１５０台に整備するなど，学生へのＩＴ教育支援，インターネット

を利用した教育・学習環境の充実を図っている。更に，演習室端末には，有害なサイトを排除

できるコンテンツフィルタを導入し教育的な配慮を行っている。電子メールに関しては，すべ

ての本科学生及び専攻科学生にメールアカウントを交付し，利便性の高いウェブメールで運用

している。このことから，クラス担任からの諸連絡が電子メールでも受信可能となっている。

現状では，これらが有効活用されており，学生のニーズを十分に満たしている。 

今後，校内ネットワークの老朽化による障害が予想されるため，基幹サーバ及び基幹ネット

ワークの更新が必要不可欠なことや外部接続の更なる高速化，増強化の実現に向けて整備して

いく必要がある。 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に

整備され，有効に活用されているか。 

（観点にかかる状況） 

本校の図書館では，閲覧室に約７０,０００冊の図書（内洋書８,０００冊），８,０００冊

の文庫・新書本と１,５００種の雑誌（内洋雑誌３００種）など学科の種類，教員数及び学生

数に応じた図書，学術雑誌など教育研究上必要な資料（資料８－２－①－１，資料８－２－①

－２）として利用しやすく系統的に配架し，高等専門学校設置基準に基づく整備がなされてい

る。また，図書館平面図（資料８－２－①－３）に示すとおり，学生及び教員のニーズに対応

した教科書コーナー・洋書コーナーのほか，ものづくり教育やＪＡＢＥＥ関連資料も独立コー

ナーとして整備し，有効に活用されている。 

閲覧室には，各種情報検索及びインターネットが利用できるパソコンを１４台設置し，図書

館ホームページ（資料８－２－①－５）から ScienceDirect・ACS 等の電子ジャーナルや

JDream・MathSciNet・KANON 等のデータベースも自由に利用ができるように整備している。ま

た，視聴覚資料の利用としてＡＶ機器を６台設置し，有効活用を図っている。平成１６年４月

からは情報検索システム（ＯＰＡＣ）（資料８－２－①－６）を公開し，インターネットによ

る学外からの資料の検索も可能にしている。 

 図書管理用統計（資料８－２－①－４）に示すとおり，図書館利用促進の観点から図書館の

開館時間を月曜日から金曜日までは午後８時までとし土曜日は午後４時３０分まで利用可能に

して学生，教職員の教育・研究活動の利便を図っている。また，電動式集密書架の設置により

図書収容能力冊数が７０,０００冊から１２０,０００冊への増加となり利用者の便が図られている。 

 図書館システムに関しては，蔵書検索システムが稼動しており図書館総合情報管理システム

情報館５.０（ブレインテック社）が導入され，図書の貸出・返却，図書館資料の発注・受入，

蔵書点検，文献複写の依頼等を行い，インターネットによる蔵書検索も可能となっている。ま

た，図書館退館管理システムを導入しており，所属不明図書対策に効果を上げている。 

 各種ハンドブック及び美術関係図書等を更新するとともに閲覧室に開架書架（３,３００冊

分）を増設し，新規購入図書はカバーをつけてシート表装する等して分別配架し，一層の活用

を図っている。 
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（資料８－２－①－１） 

「図書館の蔵書数」 

（出典 図書係）

 

（資料８－２－①－２） 

「受入図書数内訳及び蔵書構成」 

（出典 図書館運営委員会資料） 
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（資料８－２－①－３） 

「図書館平面図」 

（出典 図書館）
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（資料８－２－①－４） 

「図書館利用統計」 

平 成 １ ６ 年 度 月 別 利 用 統 計

入 館 者 数 貸 出 冊 数 貸 出 者 数

　 　   日 　   　 日 　 　   日

４ 23 5,290 725 431 230.0 31.5 18.7
５ 23 5,725 683 348 248.9 29.7 15.1
６ 26 6,728 699 344 258.8 26.9 13.2
７ 15 3,424 502 247 228.3 33.5 16.5
８ 22 1,906 199 98 86.6 9.0 4.5
９ 24 6,762 491 249 281.8 20.5 10.4
10 21 5,975 534 306 284.5 25.4 14.6
11 23 7,239 685 386 314.7 29.8 16.8
12 21 4,997 432 243 238.0 20.6 11.6
１ 20 4,899 555 296 245.0 27.8 14.8
２ 23 6,688 711 377 290.8 30.9 16.4
３ 23 4,380 245 126 190.4 10.7 5.5
計 264 64,013 6,461 3,451 242.5 24.5 13.1

開 館 時 間 延 長 分 （ 上 記 の 数 の 内 数 ）

入 館 者 数 貸 出 冊 数 貸 出 者 数

　 　   日 　   　 日 　 　   日

４ 19 887 142 73 46.7 7.5 3.8
５ 23 1,158 209 104 50.3 9.1 4.5
６ 25 1,334 127 68 53.4 5.1 2.7
７ 15 547 66 32 36.5 4.4 2.1
８

９ 23 1,253 82 43 54.5 3.6 1.9
10 21 1,206 153 83 57.4 7.3 4.0
11 23 1,489 179 100 64.7 7.8 4.3
12 16 996 86 49 62.3 5.4 3.1
１ 17 1,065 113 62 62.6 6.6 3.6
２ 22 1,383 80 44 62.9 3.6 2.0
３ 10 521 32 18 52.1 3.2 1.8
計 214 11,839 1,269 676 55.3 5.9 3.2

貸 出 者 数月 開 館 日 数 入 館 者 数 貸 出 冊 数

月 開 館 日 数 入 館 者 数 貸 出 冊 数 貸 出 者 数

 

（出典 図書館運営委員会資料）

（資料８－２－①－５） 

 「図書館ホームページ」 

 

（出典 図書館ＨＰ）
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（資料８－２－①－６） 

 「情報検索システム（ＯＰＡＣ）」 

 

（出典 図書館）

 

（分析結果とその根拠理由） 

図書館閲覧室には約１００,０００点の資料を分別・配架し，利用者の便を図っている。図書館

資料に貼付したバーコードにより，図書の貸出・返却・予約，館内利用のみ許可している視聴

覚資料の閲覧・返却を迅速に処理でき，利用状況も瞬時に把握できている。また，新着資料案

内・貸出資料の延滞者への督促や利用状況等の統計処理等も遅滞なく実施されている。 

 図書館ＨＰには，ＯＰＡＣ，ScienceDirect・ACS 等の電子ジャーナル，JDream・MathSciNet

・KANON 等の情報サービスが掲載されており図書館利用者の学習・教育研究に大いに役立って

いる。また，教員研究室の端末から資料の発注・文献複写の依頼ができ，教員は KANON

（ScienceDirect にリンクしてある）を利用することで，即座に文献が入手できるシステムと

なっている。また，退館システムの導入により，所在不明図書が激減している。 

今後，卒業研究やものづくり教育等で図書館を利用したグループ学習のための独立した学習

室が必要である。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 本校の施設・設備は，「教育環境改善計画」及び「施設長期計画書」に基づいて継続的に整

備されている。また，自己点検・評価報告書による施設の現状と問題点が分析されていること

から，殆どの施設・設備は有効に活用されている。 

情報ネットワークに関しても十分なセキュリティ管理の下，インターネット及び電子メール

等の利用を含め，学生のネットワーク利用環境が整備されている。 

 図書館についても学科の種類，教員数及び学生数に応じた図書，学術雑誌など教育研究上必

要な資料として利用しやすく系統的に配架し整備がされている。また，学生のニーズに対応し

た各種コーナーも設置され有効に活用されている。 

 

（改善を要する点） 

本校の校舎については，自己点検・評価報告書にもあるように老朽化が進んでおり教育環境

改善の観点から早急な改修の必要性に迫られている。 

情報ネットワークについては，ネットワークの老朽化による障害が予想されるため，基幹サ

ーバ及び基幹ネットワークの更新が必要不可欠なことや外部接続の更なる高速化，増強化の実

現に向けて整備していく必要がある。 

図書館では，卒業研究やものづくり教育等で図書館を利用したグループ学習のための独立し

た学習室の設置が必要である。 

 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 本校の目的や教育課程に対応した校地・校舎・教室・図書館棟・情報処理センター・体育館

・運動場等の施設が整備されているほか，教育用の機械器具・計測機器等の設備も適切に整備

され，それぞれ有効に活用されている。また，学内の情報ネットワークについては，校内ＬＡ

Ｎの高速化，学外接続の高速化を最大限に図って来ているほか，情報セキュリティの面からも

ウィルスに対処する仕組みを整備するなど教育や学生のニーズを満たすものとして適切に整備

され，有効に活用されている。 

 図書館については，学生及び教員のニーズに応じて系統的に収集された図書，学術雑誌，視

聴覚資料等の教育研究上必要な資料が充実した状態で整備されている。また，書架の配置や検

索用のパソコン等の設備，並びに土・日曜日や夜間に開館するなど利便性が十分に考慮されて

おり，学生からも有効に活用されている。 

 

 以上のとおり，施設・設備が整備され，有効に活用されているほか，情報ネットワークも十

分なセキュリティ管理下で適切に整備され図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必

要な資料も整備されている。 
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